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『窯道具から見た
龍泉窯櫛描紋青瓷椀の位置付け』
水　上　和　則
1. 【研究目的】
北宋時代後期から南宋時代にかけて,中国華南で隆盛をみる青慧作品
くしがきもん
に,櫛描紋をもつ青盗碗がある｡特徴ある猫描き手とも呼ばれる装飾をも
つ青歪椀で,薪江省･福建省･広東省･安徽省･江酉省など,極めて広い
地域で焼造された｡
本論では,この櫛描紋青蛮椀の生産地の一つである龍泉窯を取り上げ,
漸江省･福建省に跨がる櫛描紋青蛮碗生産中核地帯のなかでの,窯道具か
らみた生産史的位置付けを試みる｡
2. 【桶描紋と珠光茶碗について】
櫛揃とは,陶蛮器素地表面を装飾するために用いる~L具が主に櫛であ
り,これで素地を引っ掻いて等間隔で帯状の線条釘彫りを基本とした陶蛮
器装飾法である｡青宝の装飾にこの櫛描紋が見られるのは,東晋時代の盤
が早い例で南朝時代には,複弁の蓮弁を描くのに用いられていることが知
られる｡南宋時代に広く流行した櫛描紋装飾の椀を一例にあげると,外壁
の高台脇から口縁部に向けて8-12条の櫛紋が直線帯状に引かれ,これを
基本形とする｡椀の内壁(見込み部)には,同様に6-10条の櫛紋により
円や円弧が描かれるが,この時櫛を持ち替えることなく描かれれば櫛の
引っ掻き幅は一定でなく,隙間も等間隔でなくなり文様に動きと立体感を
生じる｡櫛描紋の多くは,椀の外壁に比して碗内壁の装飾に多く用いられ
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写真 1.龍泉窯櫛描絞青蛮碗
たものであるO
るO 櫛描の応用として，素地に
術jを押し当てただけの点が直線
状に並んだ点線紋や，これをジ
グザグ状に配置したジグザグ紋
(雷紋)，点線紋を而状に扱い
これを内壁部に隙間なく埋める
点面紋などがあるO 代表的な櫛
拙i紋青益碗の例を写真 1に示
す。これは，龍泉窯で焼造され
北宋代中期以降に中原窯場で盛んに用いられる様式化された装飾図案の
種に，牡丹唐草紋があるO 耀州窯の青姿刻花牡丹唐草紋水注(横河氏寄
贈東京国立博物館)や耀州窯青姿刻花牡丹唐草紋瓶(大阪市東洋陶磁美術
館)，定窯白盗刻花牡丹唐草紋瓶(大阪市東洋陶磁美術館)，磁州窯系
てっしゅうか
等々，技法的にも刻花 ・印花だけでなく鉄鏡花や黒花掻き落としなど様々
である。牡丹唐草紋と同様，図案中央に宝相華を置き，碗内壁に宝相華唐
草紋が三方に配された耀州窯印花装飾の碗は， 実際華南の青姿窯に強い影
響を与えている O それのみならず，貿易陶盗として貿易された相手国の陶
査にまで影響を及ぼしているO
本論で取り上げる櫛描紋青塗碗も，牡丹唐草紋或いは宝相華唐草紋の省
u惜形と思われる草花紋の図案が多い。しかし現今その数すら判然としない
櫛描紋青姿碗生産窯の地域差は掴みにくく，図案のなかで生産地に関わる
特徴を見いだすのは困難と思われる O その原因を考えるに，生産初期段階
の装飾では丁寧で詳細な書き込みが為されていたが，瞬く聞に文様の省略
化が進み， 図案中の草花の区別すら難しくなっていることが挙げられる O
これは北宋後期以降の大規模な大量生産時代の幕開けで，金・南宋代には
製品価格が次々に低下し，あらゆる部門でのコスト削減が為された結果，
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装飾に時間を掛けて行なうことができず,文様の省略が短期間にどんどん
進む結果となった為と想像している｡
もともと省略法は様々な特徴をもち産地推定に有効なはずであるが,今
のところこの櫛描紋青蛮椀の紀年銘資料も少なく編年作業の進んでいない
現段階では,文様図案のなかに生産地域の差異を兄い出すことは難しい｡
或いは将来,紀年銘資料の増加や微香な編年作業,化学的分析による産地
推定が行なわれるかもしれないが,我が国の北九州地域から比較的多く出
土する櫛指紋青宝腕についても,現状では僅かな製作法の違いによって生
じる差異で,特に焼装法の違いによる椀に残った窯道具の付着痕等で,生
産窯を想定しているにすぎない｡
では,現在日本国内でこの櫛描紋青桑についての一般的産地認識は,如
何なるものであろうか｡我が国茶道界で広く知られている櫛描紋青盃に,
じゅこJ)
いわゆる"珠光青磁"椀がある｡村田珠光の美意識にかなった椀の-一種と
しての｢珠光茶碗｣のちの｢珠光青磁｣は,広く猫掻き手或いは櫛描紋と
呼ばれる櫛日の唐草文装飾をもつ,枇杷色粕色で下手の青宝椀である｡考
とうあん
古学界では,これらを極めて大雑把な唆味な認識として一般に"岡安窯系
青餐"或いは"同安窯系櫛描紋青歪"と呼んでおり,産地同定にまで踏込
あもい
むことはあまり為されていないようである｡同安窯は福建省沿岸優門に近
いl司安市にある古窯丑であるが,この同安窯が櫛描紋青盗生産地の代名詞
となった経緯について,ここで少し触れておく｡
昭和初年頃から古董界に中国古陶急熱が高まったのを受け,中国での古
窯虻探査が盛んになった｡この｢珠光青磁｣は,古重商の手により新注省
れいすい2)
麗水地域からもたらされたことから,一･時,麗水嚢の産と言われた｡麗水
窯生産の珠光青磁椀は,しばらく人々に信じられていたが,現在の漸江省
麗水市圏内の何処の窯産なのか具体的出所は不明のままであった｡即ち処
州府の中心である麗水地域の窯は,全ての珠光青磁椀の生産地ではなく,
市街区麗水は古重商売買への集散地であって,麗水･雲和･龍泉地域から
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写真2.珠光青磁腕
集貨された種々雑多な“櫛描
紋青釜手の碗"がここに見ら
れたと思われるO ところで，
いわゆる会記に記された「珠
光茶碗Jと実際の伝世してい
る櫛描紋青姿は，実際と記載
内容に於いて一致しないとさ
れるが，ここではそのことに
関する議論はひとまず置いて
おく O きて，実際我々の「珠
光茶碗jの概念にも間違いがあるO すなわち，伝世品珠光青磁碗を古い陶
磁史的な考えのもとに，その生産地と生産年代を一つの枠に入れて考えよ
うとしたことに問題があった。伝世する珠光茶碗と呼ばれる櫛描紋青姿
は，生産地を一つに限定できるものではなく，粗調査によっても複数の生
産窯に跨がることは確実である O
このように，伝世の個々の茶碗について別々の生産窯を追求する必要が
認められるが，それでは議論が前に進まないので，ひとまずここでは本願
寺旧蔵現出光美術館蔵の「珠光青磁碗」写真2をその代表として，話しを
進めて行くことにする O
新国家の建設後中国考古学の目覚ましい進展があったが，陶姿研究の分
ていけい
野もその一つに数えられる o 1952年，福建省同安県汀渓水庫開発に伴い水
庫予定地に大規模な古窯祉が発見され，福建省文物委員会と故宮博物院に
よる緊急、の発掘調査がなされた。汀渓水庫窯:f:j[と命名されたこの窯主1:報告
書に於いて， 窯祉出土姿片の大部分が珠光青磁に近似した櫛描紋青姿で
あったことから，これが“珠光青磁碗の故郷"として喧伝された。この報
告は我が国考古学界に大きく影響を与え，その結果櫛描紋青姿の代表生産
地が同安汀渓水庫窯となり，櫛描紋青盗を“同安窯系青益" と呼ぶに至っ
窯道具から見た龍泉窯櫛描紋育歪椀の位置付け　　319
た｡しかしここでも, "櫛描紋青蛮'' "珠光青磁''の認識について同様の過
ちを冒していた｡櫛描紋青盃の生産地は,我々の想像を越えた広大な地域
に跨がっていたのである｡分っているだけでも漸江省･福建省･広東省･
江西省･安徽省に亙っている｡更に詳細は後に示すことにするが,北宋中
後期の青歪窯を傭轍するとき,櫛指紋青盗椀に先行する器形として年代指
とりゅうわん
標となる斗笠椀の生産が,岡安汀渓窯では比較的少量しか生産されてい
ないようで,櫛描紋青蛮生産窯としての同安窯は後発に属すことも分って
6)
きたのである｡
3. 【代表的櫛描紋青蛮椀の生産地と用いられた窯道具について】
南宋初期より始まる各青蛮窯の櫛指紋装飾をもつ生産器種は極めて単純
で,圧倒的多数が碗であり盤である｡つづく器形として小椀や水注,水注
さや
の承盤などがある｡碗焼造に関わる具体的窯場出土蛮片で見られる匝鉢と
しょうだい
焼台についての観察結果を述べようと思うが,ここで選択する窯場は櫛
描紋青歪についてよく知られる次の3箇所とした｡ "早く片切彫を駆使し
た独特の流麗な劃花文と美しい深い青緑色粕とで知られた越州窯の異色な
存在である(矢部良明｢末代青磁の展開｣ 『世界陶磁全集12宋』 179頁.昭
おうがん
和52年,小学館)"とされる黄岩窯と,この黄岩窯と"文様の上でなんら
かの関連をもっていた可能性が濃い(同上)"とされる龍泉窯のうちの
きんそん
金村窯,そして同安打渓窯を取り上げたい｡
【甑窯系黄岩窯】
斬江省越州窯は,漠代には既に青歪の生産を行なっている華南を代表す
る青盃の名窯である｡越州窯系に属す古窯虻は中心窯虻の上林湖周囲だけ
でも,現在120箇所を越えるといわれており,漸江省全体ではおそらく500
箇所を越えるものと思われる｡唐代以降,周辺の窯に与えた越州窯の影響
おうようぶしゅうよう
は大きく,甑窯･要州窯･龍泉窯と漸江省を代表する有名な窯場は,倣
越州歪を生産することで規模を拡大してきた｡
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えいか
西晋の頃,温州市永嘉県地域を中心として栄えた観葉について,最近の
研究成果では,唐代以降も越歪との差異が認められるのか終章時期まで甑
7)
窯の呼称を用いる傾向にあり,また甑窯の中の-一地方窯として黄岩窯を含
めて考えることが行なわれているので,以後甑窯系黄岩窯として論を進め
ることとする｡
さて,漸江省東南部にある甑窯の窯群で,中でも片切り紋や櫛指紋装飾
おうがんよJ)
を中心とすることでよく知られた窯に,黄岩窯が挙げられる｡祈江省台州
地区にある黄岩窯は,寧波から直線距離で150km,温州からは100kmのとこ
ろにあって,山並みに抱え込まれる形で複数の窯が点在し,黄岩県にある
ことから窯群を黄岩窯と呼んでいる｡黄岩窯は, 1956年の漸江省文物管理
さんそめい
委員会の調査により知られるようになった古窯虻で,金祖明により｢漸江
黄岩古代育蛮無比調査記｣ 『考ー占通訊』 44頁.1958年8期が報じられた｡表
面採集による調査では, 10世紀後半の劉花紋や蓮弁紋の質の高い倣越窯青
歪が見られ,少なくとも北宋前期の開窯と思われる｡最大の生産嵩を誇っ
た時期は,北宋末期から南米中期頃と思われその生産品の中心は南末に
入って急速に生産最の増す櫛指紋青蛮椀であった｡黄岩窯衰退の直接原因
は不明だが,龍泉窯を中心とした量産窯の台頭と,新製品･新デザインの
R)
開発に遅れをとり,価格競争に敗退したものと思われる｡
黄岩窯の櫛描紋青蛮文様は極めて多彩で,代表一一つだけを取り上げるこ
とは困難である｡また,前掲の窯祉報告では層位別の調査はもとより行な
われておらず,現在までのところ公表された黄岩窯櫛描紋青宝碗の実測図
は前記報告書中の一一一点で, 50年代の不鮮明な印刷のものだけである｡
しかし,図録『近年発見の無比出土中国陶磁展』 (1982年出光美術館)
中に黄岩禁裏片写真4点が掲載されており,この4点はすべて前1958年の
金祖明報告書記載の宝片であるため様子を掴むことは出来る｡中には,見
込み内壁に4組の櫛描草花紋をもつ碗蛮片写真3が含まれており,この文
A ～
様に近い刻花金片は龍泉大窯でも採取されているので櫛指紋青歪としての
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代表性を有している O 黄岩窯につ
いては，水上和則「漸江省台州地
区一黄岩窯窯社出土品について」
『貿易陶磁研究No.14j1994年，
日本貿易陶磁研究会で詳細を記し
ているが， 著者の窯祉探査の私的
印象から，隆盛時生産品全体の特
徴を強いてあげると次のようにな
るO これらはあくまでも表層で見
られる盗片からの印象であるo
-窯担1:表面で見られる姿片は，直
写真3.黄岩窯櫛描絞青護碗査片
口形の碗のみならず半数近くに口縁部が外反するものが見られた。
-碗見込みの櫛描装飾のうち点線を用いたものは少なく，ジグザク紋( 雷
紋)を装飾にもつ碗は極小数である O
-多くの櫛描紋 青査の外壁は無紋で装飾なく 一部に片切り 直線紋や櫛描
直帯紋が見られる O この割り合いは表面で見られる状態で一割り弱と思わ
れる D
-見込み部の 装飾では，口縁部下に一条の圏線をもつものが多く，同様に
見込み底部には一様に鏡をもっO 鏡部の装飾は，無紋が多く菊花団紋や花
弁を描いた花紋がこれに次ぐ。
-内 壁の装飾の一種には，越窯系諸窯では北宋中後期から増加する片切り
技法の牡丹唐草紋や宝相華唐草紋があり，後にスピードのある片切りが劃
花技法のように浅く彫り込まれるようになり，それと同時に櫛描が多用さ
れてゆく過程が見て取れる D 最終的にはかなり簡略化された宝相華唐草
が，内壁に三箇所ないしは四箇所均等配置される O これには写真2にあげ
た珠光茶碗のように，楕円うちにジグザグ紋や小さな花心が描かれるもの
がある O
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-作品の出 来栄えは全体にやや厚
く鈍重で，特に高台脇から底部全闘
a 
体の素地は厚い。見込み鏡部の中
央は， やや盛り上がっているもの
が見られるが， おそらくこれは素
地乾燥前の製作技法と関わってい
国 るものと思われ，龍泉窯や同安窯
写真4.越窯輪状焼台支持の青護片
など他の櫛拙i紋 姿碗でも共通し
ている O
-黄岩窯の碗高台内はここで取り上げる龍泉窯や同安窯の製品に比して丁
寧.な削りがなされている O これは影響を受けた越窯独特の装焼法による O
匝鉢にセットする際高台内を支える輪状焼台が用いられる為で， 高台内を
ほほ水平に削り出しておかないと ，匝鉢へのセットに水平が保てないため
である O 焼台から碗へは耐火物を介しての使用で，碗は高台内にも施利が
なされ，脚部底面(畳付き音15)にも施利された満粕である O
写真 4 は， 上林湖荷花芯窯で見られる輪状焼台使用の遺物である D この
輪状焼台を使用する窯場は，北宋前期越窯の生産様式に影響を受けている
ところほほ全てに見られるo 越窯では，中心窯祉のある上林湖周辺の窯群
こぎんじようこ じりゅうこう と
をはじめ古銀錠湖周辺窯群の寺龍口窯や杜湖周囲の窯群，上虞市 ・窯
じぜ んよう
寺前窯等々 が挙げられる O また，現在臥窯の中心窯祉と言われる温州永嘉
県に属す諸窯のうち北宋代に焼造を行なっている台州黄岩窯，温州西山窯
ずいあん かじぜんよう しよう とうよう ぷぎ ちんだいとう よう
や瑞安県下寺前窯，委州窯系の東陽県象塘窯や，武義県陳大塘窯の北宋
代窯hl でも輪状焼台の使用が見られる。華北耀州窯も，越窯の影響下に
あった窯として例外ではなく，輪状焼台を使用している D 以上に挙げた窯
場では，匝鉢の使用も越窯同様M 字形匝鉢による単品焼成を原則としてお
かさね
り，碗において昼焼きの痕跡は見られない。黄岩窯における匝鉢堆積の
様子を写真5に示す。
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[龍泉金村窯]
つづいて同じ漸江省の，龍泉窯
系金村-窯の碗を取り上げる O 龍泉
窯系の中心をなす窯場は龍泉大窯
とこの金村窯である O なかでも金
村-窯は，龍泉系500を越える窯の
内で古くから操業した窯として知
られている O 龍泉県城より龍泉渓
Lょうばいちん
を遡上して30km程に小梅鎮があり
ここより東進すると大窯，さらに
龍泉渓を遡上し;埠決より河幅の狭
い龍泉渓上流を 3-4 km行くと金 L 
村に着くD 金村-窯も河の北側に複
数の古窯祉があり，これらの総称
である O 龍泉窯の古窯お[調査は，
早くは中華民国23年(昭和 9年)
‘ふ
写真5.黄岩窯M字形臣鉢の堆積
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写真6.龍泉金村窯櫛描絞青套片
の報告が『陶磁j1頁第七巻五号に陳万里 「龍泉訪古記」として残るが，
この時に既に金村窯産青姿碗見込みに「河港遺範」の印された姿片を採取
しゅはっけん おうしりん
している O その後， 1960年代の調査に，朱伯謙・王士倫 fi折江省龍泉青護
士u:調査発掘的主要収穫Jr文物j27頁1963年 1期があり，図録にi折江文物
管理委員会 ・故宮博物院『龍泉青査』文物出版社， 1966年がある。また，
近年まとめられた報告書として 『龍泉青姿研究j1989年文物出版社，があ
りこの中には金村窯の発掘報告もなされているO 写真6は金村窯窯主1:で見
られる12世紀3/4年代の櫛描紋青姿碗で，見込み内壁には三方向に省略
の進んだ片切り彫りの牡丹紋が配され，鏡部にも花文様が彫られているO
外壁には櫛描や片切り綾条文もなく素紋で，底部は厚 く浅い輪高台が付
くO 利層は薄く，粕色は明るい萌黄色で、美しい仕上りとなっている O 同文
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様同器形の碗が博多祇園町出入口2.3地点の 1号井戸にて検出されてい
るO 博多では大量の龍泉窯青盗が出土しており報告者は12世紀半ばから後
半と位置付けている O この金村窯櫛描紋青套の焼造は， M字形匝鉢を用い
た単品焼成で，作品高台内に餅形焼台を置き匝鉢に納められているO 越州
窯系諸窯ではM字形匝鉢に輪状焼台がもっぱら用いられ，龍泉窯が異なる
形状の焼台を用いたのには理由があろう O 多くの例では，高台内は無利
で，脚部底面に部分的に利が掛かった状態であり 施利される位置など特
徴として取り上げられる O
[同安汀渓窯]
福建省の同安汀渓窯は，櫛描紋青姿を大量に生産した窯場の一つであ
るO 先に記したように1957年の同安汀渓水庫の古窯社報告以来，珠光青磁
のふるさととして知られるようになったが，表採による調査のみで正式な
発掘報告はなされていないようだ。写真7は，汀渓水庫窯土止採集室片で，
口縁部は直口で口縁内壁下に一条の圏線をもち，その下に帯状装飾部の名
残と思われる四条の櫛紋が湾曲して描かれ，その下には更に圏線で文様帯
を分かち葉紋とも見える文様を四方に配し，その聞をジグザグ紋(雷紋)
で埋めているO 内底は鏡をもち鏡内は聴櫨目とも見える若干の凹凸が認め
られる O 外壁は 8条一組の櫛目が高台部から口縁部に向けて垂直に描か
れ，脚部底面と高台内には粕の付着痕はなく，施粕後に削り取られている
写真7. 同安汀渓窯櫛描紋製査片
ように見えるO 紬色は，暗い灰
黄色で細かな貫入をもち，片切
り彫りの文様部粕溜まりは黒褐
色にも見える O 同安汀渓窯の櫛
描紋育室の焼成は， v字形匝鉢
に餅形焼托の使用であり，使用
済の焼托には高台底面圧着跡が
残る O これは，一見龍泉窯で使
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用された焼台と同様に思われるが,詳細な観察により窯話の手順の上で両
窯では異なる方法が行なわれていた事が分る｡これについては後述する｡
4. 【M字形匝鉢とV字形匝鉢の発祥地について】
生産道具の内,焼成時に窯の内部で使用するものを窯道具と呼ぶ｡なか
さや
でも製品となる椀や盤,壷や権などを内包するための匝鉢や,製品の下に
しょうだい
置いて支える焼台(支焼具)は,生産量に比例して大量に消費される｡
そのために各地の古窯地に大量に廃棄されており,形状を観察することで
生産手法だけでなく技法伝搬の経路を知るための手がかりが得られる0
匝鉢は,焼成時の燃料灰が作品粕表面に付着し,粕の汚れることを防止
かまづめ
するための入れ物である｡匝鉢はその後に,窯話を効率良く行なうための
窯具として発展する｡現時点で,匝鉢が最も早く使用された例を何時代の
何窯と明確にすることは難しいが,中国陶蛮生産の大きな流れの中から考
えると,唐代中期から始まる前期大量生産時代に焼成技法の革新がなされ
たことが想像され,これらが唐代各窯における匝鉢出現と符合する｡すな
わち,龍窯での焼道に匝鉢が用いられるのは,唐代前中期頃と思われ,匝
ねいは12)わいなん13)
鉢使用の具体的な早い例として漸江寧波雲湖窯や安徴港南寿州窯を挙げる
ことが出来る｡いわゆる匝鉢使用の早期例では,底の平な平底匝鉢から使
用が始まるが,その際これを上向きに楯状にし内部に作品を納めて使用す
る例と,これを伏せるように作品に被せて使用する例の二例がある｡上林
湖越窯の唐代無比では,作品に被せるよう倒置で使用した例が圧倒的に多
く,寿州窯では正置で桶状に使用している｡中晩期唐代窯で匝鉢を正置に
使用する例は他に湖南長沙窯等かなり多く,むしろ倒置で使用する例は越
州窯系諸窯以外では見られない｡その後平底匝鉢が,図1に示すように窯
14)            15)
話の効率化を目指してM字形匝鉢やⅤ字形匝鉢による単品焼成に変化して
ゆく｡窯内部に置かれた匝鉢の縦断面が倒置で被せ蓋状に置かれた平底匝
鉢は,余分な空間を無くし圧縮した形としてM字形匝鉢を生み,正置の桶
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図1.　　　　M字形匝鉢　　　　　　　　　　V字形匝鉢
16)
状に置かれた平底匝鉢はⅤ字形匝鉢を生んだ｡生産効率を考慮した両匝鉢
の使用は徐々に全国の窯場に波及し,北宋初期から開窯するどの窯場もM
字形とⅤ字形の何れかの匝鉢を使用しての焼道となったと思われる｡南宋
かさね
末･元の塵焼きが始まる前までM･ Ⅴ両匝鉢が共存していたことから,
両者の使用開始年代は比較的接近していたと推察する｡
新江省龍泉窯ではM字形匝鉢の使用が,福建省同安窯ではⅤ字形匝鉢の
使用が認められる｡この両匝鉢が漸江･福建の両省に跨ぎ使用されたこと
は, M字形匝鉢を用いる越州窯系と, Ⅴ字形匝鉢を用いる越州窯とは異な
る窯系の両種の生産技法を各窯場がそれぞれ導入した為に,その勢力がこ
の地で括抗した結果と考えられる｡漸江福建両省の櫛描紋青歪を生産した
宋代古窯虻の報告書から,窯道具の種類について抽出した結果を表1(1)(2)
｢華南おもな末代青蛮窯使用の匝鉢一覧｣に記載し,その両者の範囲を知
るために地図上に落としてみると図2のようになる｡
前章で,北宋越州窯系の窯場では窯話にM字形匝鉢を用いることを述べ
た｡六朝時代までの甑窯中心地である永嘉県や,温州地域にある温州西山
窯や瑞安県下寺前窯でも北宋代以降M字形匝鉢が使用され,北宋越州窯の
影響を強く受けていたことが分る｡また同様に,賓州窯地域の中心地金華
こほうこうばうさん
に程近い古方地区の北宋時代窯や,武義にある黄茅山窯でもM字形匝鉢の
使用が認められ,越窯の影響を強く受けていた｡そればかりか,新江省の
けいこうあんじんこう
西の外れである龍泉窯地域の渓口窯や大窯･金村窯･安仁口窯でもM字形
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図2.宋代窯場の匡鉢形状　M:M字形匡鉢　V:V字形匡鉢
匝鉢が見られる｡
現在の漸江省全域が当時越州窯の技術傘下にあったと言えよう｡福建省
じそうようしょうほよう
の海岸に近い窯で,泉州磁竃窯や広東省に近い樟浦窯でもM字形匝鉢の出
土が報告されており,海岸線を飛び地的に越州窯の影響を受けるというの
は越窯宝器の貿易の影響かとも思うが判然としない｡
これに対してⅤ字形匝鉢を使用して生産を行なっている地域は,福建省
びんばうてんようえんこうよう
西北部である間江上流域の光沢茅店窯をはじめ崇安苑墳窯や星村窯があ
り,天日椀を焼造した水吉建窯も北宋末には櫛描紋青歪の焼造をしており
17)
Ⅴ字形匝鉢を使用している｡間江中流域の浦城碗窯背窯,松渓窯や建陽窯
ではやや複雑で, Ⅴ字形匝鉢とM字形匝鉢が混在している｡東南部沿岸諸
ほでんせきへきすいこ
窯では,福活窯や徳化窯をはじめ甫田庄辺窯･南安石壁水庫窯や同安汀渓
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表1 (1).華南おもな宋代青蛮窯使用の匝鉢一覧(その1 )
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前郷人目窯村 弍｣eｦf青白盗､微 黄色粕 重ね焼き用の雌鉢)､良く見 られるものとしてu律14高ll焼こ 稚4｡   
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表1 (2).華南おもな宋代青莞窯使用の匝鉢一覧(その2)
無比名称 冽ﾆ場所 兩免ｨkﾂ焼遇品 牝Td･ｸﾆ2概要 傲I(ﾏ倅2            
水,li建窯無比 佶ｩw福建省水.ti鎖池 dRﾔｳﾆﾆﾂy9k9NB黒粕丑､肯 5bx6鐙ﾆ:ｲ典嘲.的V字形匝鉢の使用(,栄 冉ｹ¥IM8嶸7           
申 (ﾛ雨ﾘﾄ_uｳ塔IDCb¥R宜 侏ｹ&隕ﾙDb伯胤r｢建窯｣凋鹿iLLijに写真 ありU 坪自lｩb             
北旗窯 8蕗w福建省挿浦県沙 俟ﾈﾌ3塔yD育臼盃､育 ﾘuﾇﾓｨﾆ厭直｢1､斜腹､平底o癖径zo南 冉ｹ¥IM8ｯ｢             
西公社北淡 弍｣vﾄ｢餐 .20      
美山窯 8蕗k2福建省津浦LL;1.-城 俟ﾈﾌ3塔yD育蛮(珠光 磯ｨﾆ8價ｲV字形陣鉢､i自二U､尖底oH径 ﾂv｣ｳｨ爾           
関公社~軌tl 倡｣貿ﾆB育粂) 5南14口 努B     
･半嶺無 兀k2福建省嶺清県東 兌iZ鉄僖綯庁粕盗､宵 5h鬨ﾆyJｲV乍形ltFJ.鉢が多い､L｣繕18-2O 冓i2           
張一才_半額 弍｣c&gｲF1盃､炊有 色宜､＼)二百 軸盗､黒粕 盗､兎を粕 粂 凾甯ｩr,   
弟や 亊I[福建省間晴県滋 兌iZ鉄僖綯灰白金､育 ﾅh鬨ﾆ¥9Jｲこれら四ヶ所の無は同一として 冓i2          
仁淡.滞 弍｣c).R褐忽 刪ｵわれているし一件鉢はrl律11- 24､高8-loo  
苑梗無 汎蝿k2福建省),.tl:安LL.i-苑 兌iZ鉄倆綯宵l′】姿､淡 5h鬨ﾆｫ價ｲETql由が.塊とな-)ている支焼典 稚ﾉ2          
梗村 弍｣c&致板爵#l､.-?.ti 軸､リ二紬粕 最′ト 凾｠り〔  
里村無 (w福建省崇安県も!1 村 兌iZ鉄僖綯ｯｧ#s&fﾂﾒ黒粕盗 ﾕh鬨ﾆyJｲ水市建無料T.7品と完全相似(.Ⅴ '}:形阿鉢は日経16柘120 幡ｦﾉ2             
潮州筆柴山無 ｨw広東省潮州市筆 俟ﾈﾌ3塔9D綯 鰭,X6Sｨﾆ厭隰人見に堆積した窯道具の確認 冉ｹb            
比 刮ﾋ山 弍｣Sy¥R佝雨ｲﾋｹ&隕ﾙDbはfl1火ていない(,VJf:形伴鉢の 破片を人生に運んでいた.また 河岸にはV字形博鉢が見られ るリ筒形Ltp'_鉢が植木鉢に使われ ていたo       
堺｢無過比 侈ﾈ江西'S新手枇壌 俟ﾈﾌ3涛c?｢ ｸﾆｩJｲ乕鬚筒形仲鉢の変形ともいえるV 儁8ﾟ&fﾉ?2              
威郷燐下村西南 弍｣Sfﾄ｢佝ﾆuﾓｹJｲ字形tqlI鉢がみられ､初期形とも いえる‖ここは市'iE地lj-rであり 興味深い()年代は晩唐から五代 と報空.1者は言う.       
柳家湾慧遺比 冩h彿江内省常態鎖市 俟ﾃvC塔YD紕 ﾕhﾈ6鐙ﾆyJｲ米早期中期の窯(,観の劉花. 冓i2            
窯 冩h彿期365貴 劍ﾘH,傀弍ｨﾆ,ﾈｮﾘﾆｷ[ivﾈ*｢ｬ+8.ｨ.Rﾒﾂ            
日食窯過址 yiI"iL内省南豊県自 俟ﾈﾌ3塔YD育ロ盗 5d｢ﾖ鐙ﾆyJｲ迫Rとしての樫鉢は詳細な報 冉ｲtﾂ           
含無 們俚ﾒ期222斤 剏ｻ地確訟 俛,ﾘ,8.ｨ,H*(,(*ｪHﾉV,ﾉ*ﾈ示ﾉGX,(*(,H,ﾘｨ+X*&ﾂ+ﾙ;仞ｨ,h+X,Hｩ8.(ｩ8,ﾈ*xﾊx.ｪI_ﾗ8,h+X,Hｪﾉ7ｩ*&雍僖駘,ﾘﾋ9Dッﾓ釘ﾈ*fｹ¥Bﾈ*)M8ｯｦ                                      
窯ではⅤ字形匝鉢を使用している｡先に記した陶宝器の大量貿易港に近い
れんこう川)じそう1nしょうほ2())
福建連江窯･泉州磁竃窯や津浦窯の一部にはⅤ字形匝鉢のみならずM字形
匝鉢の混在がみられる｡江西省では全域でⅤ字形匝鉢の使用が認められ
る｡広東省でもほぼ全域でⅤ字形匝鉢が使用されるが,一部恵陽窯ではM
字形匝鉢の使用が報告される｡
びんかいじょうよう
間江と龍泉を結ぶ中間位置にある松渓掴場窯であるが,この松渓窯は
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枚漠に接する窯場でありその上流は龍泉渓上流に極めて近い｡峠を越すと
ちくこうようけいげん
龍泉竹口窯や慶元窯に接することから,龍泉窯製品の一部は松漠から間江
を下り福州港にもたらされていたと思われる｡福建松渓窯は,目前を新江
龍泉窯の製品が往来していたことから影響を強く受けていたと考えられ
る｡即ち元来Ⅴ字形匝鉢を使用して宝器焼道の煙りを上げていた松渓窯
は,龍泉窯の倣櫛指紋青歪製作に転化し,龍泉窯使用の窯道具M字形匝鉢
げんとうしよう
の使用が始まったと思われる｡こういった例は,おそらく建陽源頭仔窯や
わんようよう
碗窯窯でも起こっていたであろう｡建陽も政治文化の中心で,港街同様に
宝器集散地として当時の龍泉窯青歪の商品力を見せつけられる市場であっ
たろう｡
さて, M字形匝鉢の使用は越窯を祖とするわけだが, Ⅴ字形匝鉢の使用
はどの窯場から興ったと考えればよいのだろうか｡北宋時代初期から中期
に爆発的に生産量が増し,他の窯場に生産技術まで変化を与えるほどの強
い影響力をもった窯といえば,景徳鋲の青白宝生産であろうか｡江西省で
は全域でⅤ字形匝鉢の使用が認められるし,福建省により近い江西省南豊
の自舎窯では景徳鋲と市場を争う程良質な青白歪の生産が行なわれていた
ねいとよう
ことで知られる｡江西日舎窯や寧都窯が,福建光沢窯や崇安窯に青白歪生
産を伝えたことは充分考えられる｡しかし,北宋初期にはほぼ全国規模で
使用の始まるⅤ字形匝鉢使用の開祖を,ここで容易に決めることはできな
い｡本論では,これについての資料も乏しくまたそれが目的ではないので
止めるが,一応起源をもつ仮想窯場として,景徳鋲の青白蛮窯が他窯に先
行してⅤ字形匝鉢を使用していたと想定することに問題はなかろう｡すな
わち,大きな戦争も起きず民心も安定し,食料生産の増大とともに人口も
爆発的に増加した北宋時代中期にかけて,陶蛮器の増産を計り生産技術の
変革が行なわれた｡唐代以来秘色歪の伝統をもつ越窯に対して,景徳鎮白
歪は改良型匝鉢の使用によって価格競争で優位に販売展開をしていったと
思われる｡青白歪の流行は,近隣についてはいうまでもなく,遠く華北の
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地でも知られるようになる。この時，景徳銀から福州港への山越え搬送
ルート上の，郵陽湖から撫河流域の楽平窯・白舎窯，関江上流の富屯渓流
域の光沢窯・南平窯など直接影響を受け青白姿を焼成する窯が現れる。福
州港だけでなく慶門港など近隣の貿易港周辺の，江西省から福建省にかけ
て青白蜜焼造の窯場は林立し，景徳鎮の生産技術すなわち V 字形匝鉢の使
用が広く普及する O その後，南宋時代に入り櫛描紋青姿が爆発的な人気を
博す。この地域の中核となる窯場は龍泉窯であり，その時，福建青白姿生
産諸窯は青白益生産技法を基盤に製品となる櫛描紋青姿を生産 した。こう
いった展開が起きていたと想像する O
匝鉢内部に置かれる焼台についても同様に使用に違いが見られ，輪状焼
台についてこれも地図上に落としてみると M 字形匝鉢に近い分布を見せ
るO しかし龍泉窯については，櫛描紋青姿の生産に輪状焼台は用いず餅形
焼台を用いた。これは同安汀渓窯等 他の福建諸窯と近しい形状のもので
ある O 即ち，匝鉢と焼台・焼托，両窯道具についてその使用がせめぎ合う
地域を見てみると，ほほj折江省と福建省の省境となることが分る O
5. (窯道具からみた黄岩窯と龍泉窯]
窯道具である匝鉢と焼台・焼托の使用から，甑窯系黄岩窯 と龍泉金村
窯 ・同安汀渓窯の櫛描紋青姿碗の影響関係を見てゆき，龍泉窯の櫛描紋青
姿の位置付けをはかることを論旨とする本論では，両者の開窯から櫛描紋
青査の焼造に至る過程を出来るだけ明確にしておく必要がある。両窯調査
の概要は以下の通りであるo
現在越州窯 ・甑窯関係の調査は，中心窯祉である上林湖を中心に秘色奈
生産の貢窯に注目し行なわれているようである O 上林湖南岸の越窯荷花芯
窯では龍窯の保存と窯祉の公開がなされており，大型パスの駐車できるス
ペースが確保され，越窯遺祉が観光公園化されている O これに伴い上林湖
周囲の窯祉では順次詳細な調査が進められている O 一方の甑窯中心地であ
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写真8.越窯上林湖窯祉の唐代窯道具
ことを聞かない。
る温州市や永嘉県地域の調査
は，永嘉県地域の墓葬の調査
に終始しているのか正確な古
窯社調査の報告を聞かない。
地理的に，越窯と甑窯の中間
地点にあり上林湖より200krn
離れた甑窯系黄岩窯でも，現
段階で詳細な調査がなされた
この状況下で，窯道具輪状焼台の使用開始時期を知るのは難しい。写真
8は，越窯上林湖で採集された唐代の窯道具である O 倒置で使用された匝
鉢が重なり合い，内に玉壁高台の青姿碗が熔着している O 匝鉢は既にM字
形匝鉢に見えるがそれは誤りで もともと平底匝鉢が伏せて使われてお
り，熔化により底部の下がったものであるO 碗に直接敷かれる焼托は二種
あり，手前左から奥へ鋸歯形焼托，疎~!Ii\形焼托である O 写真 8 右下の餅形
焼托は耐火土で作られており，宋代資料が紛れ込んだ可能性があり，越窯
のものとは異なる O 二種の焼托は欠損部からみると素地と共土の綴密な感
じで，芽土を用いての窯詰が行なわれているO 碗の多くが玉壁底をもち小
口径の高台内では支えきれないとはいえ，また唐代輪高台の汲み出し碗器
形の存在も確認されているが脚部底面に芽土を用い焼造されており，ここ
には器物を敷く焼托のみが見られて高台内で支える焼台が見られない。す
なわち，上林湖周辺窯祉の表面観察では，玉壁底をもっ碗を焼造した唐中
期から晩期にかけてM字形匝鉢と輪状焼台の使用は見られない。しかし写
真4で示した輪状焼台での焼造は北宋の初期において確実で，上林湖周囲
たいへいばいん
窯採集「太平戊寅J(978年)銘碗底で使用の痕跡が認められ，或いは五代
まで遡る可能性を含め，輪状焼台の使用開始はM字形匝鉢と近い開始年代
と考えているo 終罵時期は，黄岩窯窯祉表面調査品と北九州地域出土品の
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文様比較から考察するにおよそ
南宋末元初の12世紀 3/4年代
であろう O 写真 5で見られるよ
うに黄岩窯での窯道具は，北宋
初期の開窯から元初期の終罵ま
で， M字形匝鉢と輪状焼台での
写真9.順昌県大坪林場墓出土櫛描紋青蛮碗
焼造が2世紀余の間続いた単純な構成となるO
一方，龍泉窯の考古学調査については精力的に行なわれており，古窯担1:
発掘の報告書も多い。龍泉窯青査への関心も高く，考古学会や古陶姿研究
会での論文も比較的多い。そのため龍泉大窯の起源に関する論や，大窯と
金村窯の出土品の比較を発掘調査の結果から論じるなど活発に意見交換が
なされている O 現今，龍泉窯発掘調査の報告書から発掘地点最下層出土品
の一つに，櫛描紋青盗が知られているD この櫛描紋青姿が我が国北九州に
貿易され多く出土することから，囲内出土報告の年代感と対応させながら
龍泉窯の草創期の姿を追い求めた論文に，亀井明徳「草創期竜泉窯青磁の
映像Jr東洋陶磁J第十九号平成四年，がある。櫛描紋青言語についてそれ
を受け継いだ亀井明徳「櫛描文青査についての考察Jr福建省古窯祉出土
陶迩器の研究J24頁.都北印刷出版， 1995年ではさらに踏込んだ考察がな
されている O 両論文より櫛描紋青姿の初期形を取り上げると，図 3の①に
示すように， 器形において斗笠形で口縁部がやや外反するものであり，外
壁面には一様に櫛描綾条文が刻され，見込み内壁には口縁部下に一条の劃
花園線がはいり草花紋が片切り彫りの名残を残し，かつ櫛描紋で部分の装
飾をされるというものであるO 施粕は脚部底面近くまで掛かり，若干の貫
入が認められるものがあるという O 亀井明徳はこれを碗I類北宋末の11世
じゅんしょ うけんたいへいり う
紀 3/4年代としており，最大の根拠を福建順昌県大坪林場'墓出土櫛
描紋青姿碗(写真 9)の想定年代と しているO これにつづくものとして，
図3②に示す碗E類一 1に分類される博多築港線第一次調査SE39出土の
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碗で，先の碗と外壁部や高台部など多くの共通点を有しているという。見
込み内壁には特徴ある文様をもち，口縁部直下に二条の圏線をめぐらしそ
の内に波紋線を刻み(雲龍紋か)帯としている O その下に片切り草花紋を
刻み聞を櫛描ジグザグ雷紋で埋めており，見込み底部は鏡をもち，ここに
菊花団紋を片切り彫りで表わしているO 同遺跡共伴品より 12世紀 1/4年
代中心と想定している O
内壁口縁下に帯状の装飾を施した碗は，龍泉窯の影響をうけた窯群で広
く出土が認められ，福建松渓梱場窯や水吉建窯后井村窯，委州窯の詰昇H
青姿窯でも確認されている O 同安汀渓窯でも写真7で取りあげたように，
最終的省略とも言える同文様帯をもっ碗の出土が見られる O しかし越窯系
諸窯では見た経験がなく，出土例があったとしても少ないようであるO 甑
写真10.龍泉出土温碗(孔明碗)の上部
窯系黄岩窯でも，現在までに出
土の報告を聞かない。
龍泉窯に集中する，この文様
の初源は何処にあるのだろう
か。写真10は龍泉窯出土とされ
る姿片で，温碗(孔明碗)の上
部である。越窯に似た灰紬系青
姿紬が薄く掛けられていたが，
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現在，風化により光沢は失われている O 口縁下に帯状に文様が刻まれ，中
央部には北宋後期を思わす明瞭な牡丹紋が刻まれており，櫛描で花弁内が
装飾されているO 耀州窯青姿や定窯自主主の刻花装飾を思わすもので，議片
は帯状装飾をもち櫛描紋青墾でいう古式の風格をもつが，帯内の装飾紋は
すでに何から発したか不明であるO この二重帯の上下を分かつ圏線は片切
りにより帯内に彫り下げる狭帯状で，しかも碗見込み内側の狭帯は外側よ
りl幅広である O このような図案・装飾をもつものに，越窯の劃花や刻花装
飾の金子の蓋がある O 蓋上部縁辺より内側に文様帯をもち，中央の文様と
を区す 2条あるいは 3条の突帯をもっているD 帯部の装飾には単純な片切
りの繰り返し紋や，様式化された唐草紋も見られるが，概して中央部文様
と比較して省略型であり特に意味をもたないことが多い。該姿片が図 3②
の文様上の先行型であることは間違いなく，帯条装飾部をもっ櫛描紋青姿
の波紋(雲龍紋)の不明瞭な点と共通する O そしてこの内壁に帯条装飾部
を配する図案はまた，先に挙げた温碗でも比較的よく用いられており，そ
れ等が独特な文様として大量生産時代の碗に残り，櫛描紋青姿に応用され
たとも考えられる口龍泉窯が独自の道を歩み始めた11世紀前半の早い段階
で，あるいは倣越窯の金子や温碗等の複雑で手の込んだ製品を生み出すこ
とで高い生産技術を獲得していったとも推察できるO 写真11に示すよう
に，龍泉金村窯では比較的多く見られる様式であり，写真11左下の見込み
中央に菊花団紋をもたないタイプ(通常後発と考えられる)の装焼法は既
に高台内に餅状焼台による焼成痕が見られた。
ところで，これら龍泉窯で、の櫛描紋青姿碗初期形の装焼法について亀井ニ
は特に取り上げてはいない。しかし 11世紀3/4という北宋後期から始
まる年代から察し，前章，龍泉金村出土碗の特徴で述べたように，すでに
ほとんど全ての作品がM字形匝鉢と餅形焼台によって焼造されており，拡
大して解釈すると，これは龍泉窯東部地域も含め南宋時代の龍泉窯系櫛描
紋青姿窯で通常行なわれていた装焼法と言ってよい。
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写真11.龍泉金村窯の櫛描紋青査片
写真12.金村窯で見られた輪状焼台
龍泉博物館展示品に龍泉窯古
窯祉で採集された様々な焼托・
焼台の展示がなされている O こ
こには 5 つ芽の釘状支焼具 ・明!~
1/¥形焼台と共に輪状焼台も置か
れ越州窯の影響を強く感じる展
示となっている D 他にも龍泉窯
かさねや
の玉壁底をもっ碗の昼焼きの装
焼法を示す展示があり，餅形焼
托や簡単に手で、捻った環状の焼
托も並べられていた。出土窯土止
は不明であり， 窯道具共にすべ
て龍泉圏内出土と思われる展示
がなされていた。龍泉窯の最新
研究では一部南朝の頃に焼造が
開始され， 唐代以来越州窯や甑
窯の影響を強く受けて，北宋後
期にいたり独自の商品開発によ
り龍泉窯の窯系を構成するという O 展示品について出土地が不明な以上，
かっ博物館にもたらされた由来が不明な以上これらについて論じることは
無意味だが，このなかで輪状焼台については写真12に示すように金村窯に
て出土が確認されている O しかし，使用された年代詳細は残念ながら不明
である O また金村-窯出土姿片中， 直口碗で葵弁口，内外共に文様装飾の無
い小碗がある O 不明瞭であるが削り出し高台ではなく断面が三角形状の低
い付け高台をもっているように見え， 高台内まで満紬で， 真っ白い耐火粘
土の付着物が高台中心から底面(畳付き部)の中間に円上に残るO 越州窯
北宋中期の小碗と装焼痕や紬色を含めて極めて似ており，この言語片は輪状
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焼台によって焼かれたものと考えるが，ただ一件の出土であり，焼台と共
に使用年代を想定するにはさらに多くの参考姿片が必要である O 輪状焼台
からは，北宋前期に揺箆期龍泉窯の越窯製品を倣製する姿を想像させる
が，成長した龍泉窯が，越州窯系の窯として輪状焼台をいつまで使い続け
ていたのか正確な年代は分らない。
窯祉ではまた，皿I類図3③が，高台底面や高台内まで施紬後の拭き取
りが行なわれておらず満紬の状態で出土しており，耐火粘土で作られた餅
形焼台に直接置くやや乱暴な焼装法が行なわれている O その為か，窯祉で
は焼成後熔着した耐火物が高台内から離れず破棄された作品が見られる O
またこういった金村窯での満紬の作品は，亀井提唱の竜東二期にあたる12
世紀前半の作品までかなりの確立で見られ，その後に高台内への施紬は
徐々に姿を消すようである O しかし高台内を無利とし，高台外は施紬さ
れ脚部底面に一部紬の付着が残る処までで，高台脇以下が無紬という作品
は見られなかった。その後は再び高台内に施紬され，底面の粕が削り取ら
れる施紬法に変わるようである。満紬は，越窯の輪状焼台を用いた装焼法
も同じである O 越窯では，輪状焼台に耐火粘土を付着させ高台内に押しつ
け時を移さず匝鉢にセットするもので，龍泉窯の全体が耐火粘土で作られ
た餅形焼台を高台内に押しつける装焼法も同じ発想であることに気付く O
輪状焼台から餅形焼台への移行は，抵抗なく時間的にも速やかに行なわ
れたのではあるまいか。そしてこれは恰も 12世紀の前半に没落する越窯
との決別と新たな窯系との契約が知く， 窯場としての生き残りを賭けたそ
の後の龍泉窯の進路を暗示しているようだ。
6. [窯道具からみた同安窯と龍泉窯]
同安汀渓窯での主な焼造品は，蓮弁紋をもっ青白査 と櫛描紋青姿であ
るO 汀渓水庫周囲に散在する古窯祉のなかでも，青白査が集中して出土す
る地点があり 青姿窯とは異なる様相を見せる O 青姿窯では器種がほぼ碗に
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限られていたが，青白塗窯では様々な器形があり特に瓶や香炉といったも
のが目立つ。蓮弁を刻んだ香炉は 南宋後期龍泉窯で見られるものと近し
く，年代的に櫛描紋青姿より後に位置するものである O
先に，同安汀渓窯の使用窯道具がV 字形匝鉢に餅形焼托であることを述
べた。v字形匝鉢に餅形焼台を使用することは， M字形匝鉢に餅形焼台を
使うのとは異なり，碗を匝鉢の中央にセットするために随分熟練を要する
であろう O というのも，碗を V 字形匝鉢にセットしたとき碗の口縁部は匝
鉢上部より 2-3 cm 低く置かれ，なおかつ碗と匝鉢の隙聞は 1cm 以下で、あ
り，碗の口縁部を指で掴み匝鉢の中央に置くことは難しい。それにたいし
て， M字形匝鉢ではセットする碗は匝鉢の上面であり，器身の上部半分以
上が露出 した状態での窯詰作業で，特に小道具を使う必要もなくセットす
ることが出来る O また， v字形匝鉢では高台内に餅形焼台を着けた状態で
碗を匝鉢まで移動してセットするには相当熟練を要するが，それに対し
て，匝鉢底部に予め餅形焼托を貼り付けておいて，見当をつけて碗を匝鉢
の中央に置くのはそれほど難しくない。龍泉窯の餅形焼台と同安窯の餅形
焼托の違いは， 量産体制のなか結局M字形匝鉢と V字形匝鉢の違いからど
ちらが手早く作業ができるかの，効率から生じた結果である O
同安汀渓窯は伝統的青白姿生産を行なっていた景徳鎮窯の傘下として開
窯し，その後龍泉窯櫛描紋青査の倣製品を焼造した。当時の窯場間で起き
た量産と価格競争のうねりのなか， 装焼法の改変と省略文様の創出を行な
い生き残りを賭けたと推察する。龍泉窯と の関係を明瞭に示すものに， 口
縁部下に文様帯をもっ装飾図案であり，同安汀渓窯での同一様式姿片の出
土は， 龍泉窯櫛描紋青姿の直接の影響下と解釈している O
7. [景徳鎮窯青白査と龍泉窯櫛描紋青護]
江西省景徳鎮南市街窯出土の北宋後期姿片に 粘土紐を手捻りで環状に
して作られた輪状焼台が熔着 した青自室碗がある (写真 13・写真14)0窯
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祉で見られる多くが口縁部が直
線に延びる直口碗でやや丸みを
帯びた器形をもっO 外壁口縁部
下に一条の片切り刻線が畦状に
深く入り， 高台脇よりやや斜め
に片切り直稜紋が刻される O 口
縁部下の直稜紋突端は，右下に
向けて三角に切り落とされ，鋸
歯状となっている O 内壁には片
切りの草花紋が深く刻まれ文様
内には櫛描紋がうすく彫られて
いる O 見込み中央の鏡は高台直
径に比して小さく無紋で，一部
姿片に菊花団紋をもつものも見
られる。やや高台内削りの浅い
厚みのある高台をもち，不自は質
の高い光沢のある青白護粕で粗
写真13.景徳鎮南市街窯の青白蜜碗
写真14.景徳鎮南市街窯の青自室碗
い貫入が入っており，紬j留まりの水色の色調が素地の白さを強調してい
るO 焼台は中央が粘土で、埋ってしまった輪状というよりほとんど餅形焼台
と言ってよく，餅形の祖形を思わす形状をもっO
11世紀中葉に景徳鎮では文様をもたない高台のやや高い碗や盤などの生
産が盛んとなり，北宋末に至り片切り草花紋の入った青白塗碗が大量に焼
造されるようになる O この時， V字形IA鉢に手で、捻った輪状焼台を用いて
一匝鉢一作品の単品焼成が行なわれるO 南宋代に入り定窯の覆焼技法が伝
わると，印花装飾の碗や盤が更に大量に焼かれ，徳化窯など周辺諸窯に強
い影響を与える。狭間にあたる青白蜜碗の生産量の増大した北宋末，龍泉
窯に景徳鎮の青白姿に用いるー匝鉢一作品餅形焼台の装焼法が伝搬したと
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① ③ 
図4.江西省金渓県孫大郎墓の青白蜜碗・盤
仮定したとする。餅形焼台は自然発生的に容易に考えつく形状であり， 量
産体制の中で輪状焼台に比して餅形焼台は生産コストも低い。しかも装飾
上青白査と櫛描紋青姿は大変似かよっており，碗の腰部から底部に掛かる
素地の厚い様子も似ているO 両者が偶然似たというには， 年代共にあまり
に符合するO
図4Ci②③は，江西省金渓県孫太郎墓から刻花牡丹唐草紋青白姿碗と盤
が計 5点出土している O この墓は墓碑を伴う北宋大観二年 (1108)の紀年
銘墓であるO 見込み底部に鏡の見られない外壁に片切り直条紋のみられな
い形の碗で，文様の牡丹唐草紋は中原耀州窯や定窯等の影響を強く感じ
るo しかし文様の聞には既に櫛描のジグザグ紋や点線紋が隙間なく描か
れ， 景徳、鎮刻花青白姿碗の完成した風格を具えている O 孫大郎墓出土青白
繍図 4①②は，文様だけを比較すると任問の“龍泉青姿分期試議'の
第二期に該当する“治平"年間 (1064-1067)以降北宋末年 (1127年)ま
でに入るものである D
また，元祐六年 (1091年)の紀年銘墓である江蘇省李彬夫婦墓より 2
点の青姿碗が出土している O 報告書によれば，両碗とも胴部より上辺に向
かつて開く 直口碗で， 一碗には外壁口縁部下に深い片切りの畦を回し， 高
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台腰部から畦に向かい若干斜めに弧を描く
感じで片切り直稜紋が幅狭く施される(写
真15)。内壁は無紋で，灰白色の胎をもち
脚部底面まで施粕がなされた満紬で，やや
厚作りであるという O 他のー碗は内外共に
写真15.李彬夫婦墓出土の青護碗
無紋で，満紬，こちらは若干薄く作られて
いるようである O これら 2点の碗
は，龍泉窯識者である朱伯謙も認
めるところの龍泉窯産品といわ
れ，朱伯謙主編「龍泉窯青議」巻
末の“龍泉窯紀年姿器登記表"に
記載されている。また同書には，
李彬夫婦墓出土の碗と良く似た，
外壁を片切り直稜紋が密に正確に
彫られ，口縁部下を鋸歯状に切り
取った，やや明るい灰青色の青姿
碗が掲載され(写真16.写 真
17) ，朱はこれも龍泉窯産品であ
るという。作品内壁には克明に彫
り込まれた刻花牡丹唐草紋の文様
が目をひき，見込み中央の鏡は大
きく，鏡内に芙蓉紋が彫り込まれ
写真16.龍泉慶元出土と伝えられる青護碗
写真17.同青査碗の外壁直稜絞
るO 高台内には，輪状焼台にて焼造されたと思われる白色耐火物の付着が
輪状に 4箇所残っているO この作品の出土状況は不明だが焼造年代は北宋
後期と思われ， 1090年の李彬夫婦墓出土の青益碗と同じ1世紀3/4年代
と設定できる O むしろ，外壁口縁部下に回された畦部と直稜紋との接辺を
鋸歯状に丁寧に切り落とすなど，この文様の元来の姿が蓮弁紋にあったこ
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とを伺わせるような古式を残し，高台外底面直上に一本の圏線を廻すなど
丁寧な作品の出来栄えと言ってよい。朱伯謙は，こういった作品が出土す
る窯として龍泉金村窯を挙げ，他に10箇所の窯祉が見つかっているとい
うo 著者は実見したわけでもなく，両者が龍泉窯焼造品と確認してはいな
いが，現状下で龍泉窯産として問題ないように思う D
外壁口縁部下を鋸歯状に三角に切り落とす直稜紋の装飾法は，先の写真
13・14に示した南市街採集の青白議室片も同一装飾をもっており，華北か
らの影響を受けた景徳鎮窯と，その影響下にあった龍泉窯の関係を強く暗
示している O これ等は一見華北で見られる蓮弁紋装飾と似ている O 河北燕
山村定窯社からの出土をはじめ険西黄壁鎮耀州窯祉・親台鎮磁州窯壮でも
見られる華北で比較的よく用いられたものである D しかし華北のそれは，
稜線突端を山状に残す蓮弁紋であり，景徳、鎮窯や龍泉窯のそれが片側の三
角に切り落としたものと若干の違いをみせる D
すなわち両窯は，窯道具として輪状焼台の使用と，青白蜜外壁に施され
た直稜紋と突端の鋸歯状の処理，あるいは碗内側の片切り彫り草花紋の図
案や櫛描点線紋による装飾など，景徳、鎮窯と龍泉窯の緊密な親子関係を示
しているo 景徳、鎮窯では，片切り彫り装飾碗の生産に引き続き次世代には
櫛描紋青白査の生産を行なった。龍泉窯もまた，越州窯との分岐後時を移
さず櫛描紋青査の生産を行なったか，あるいは景徳鎮櫛描紋青白査を模倣
したと思われる。それに対して，輪状焼台の使用や文様上で櫛描点線紋装
飾が少ないこと，北宋中後期越窯のもつ口縁が外反する器形をもちながら
省略の進んだ草花紋装飾など微妙な差異を感じる黄岩窯と龍泉窯の関係
は，そこに一つの緩衝帯をもっ存在に思えるO すなわち，外壁の直稜紋や
内壁のジグザグ紋(雷紋)など櫛描紋青言語碗の装飾文様と焼造に使用され
た窯道具において比較したとき，従来言われていた龍泉窯と臥系黄岩窯と
の関係はむしろ粗であって，龍泉窯と景徳、鎮窯との関係の方が密であると
言えるO
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表2.龍泉窯・黄岩窯 ・景徳鎮窯・同安窯の窯道具
生産窯 年代 生産品 窯道具 使用匝鉢
北宋中後期 櫛描紋青益 輪状焼台 M 字形匝鉢
甑窯系黄岩窯
南宋初期 櫛描紋青益 輪状焼台 M 字形匝鉢
北宋中後期 無紋背盗 輪状焼台 M 字形匝鉢 | 
龍泉金村窯
南宋初期 櫛招i紋背益 餅形焼台 M 字形匝鉢
北宋中後期 背自主主 餅形焼台 V字形匝鉢
景徳銀南市街黛
南宋初期 樹i描紋青白姿 餅形焼台 V字形匝鉢
同安汀渓窯 南宋中期 櫛描紋'1 '[姿 餅形焼托 V字形匝鉢
以上の三窯と景徳鎮の窯祉で使われた， 匝鉢と支焼具についてまとめ
てみると，表2 I龍泉窯 ・黄岩窯 ・景徳鎮窯 ・同安窯の窯道具」になる O
北宋末に， 景徳鎮窯の制作技法が龍泉窯に伝播したとして，ではなぜに
龍泉窯は当時景徳鎮で流行の始まっていた櫛描紋のある青白姿の生産を行
なわなかったのだろうか。景徳、鎮窯は少なくとも五代時期には白迭の生産
を始め，北宋代に入ると青白姿製品を順調に進展 させるo 北宋中後期にい
たるまで， 青白釜素地に刻花装飾を施した器物は少なく，北宋末にな り，
中原での刻花装飾をもっ碗の流行で景徳鎮窯も刻花青白姿碗の生産を始め
るO これは櫛描紋をもっ青白姿へと進展するo 一方 はやくから越州窯の
生産技術を導入して量産を目指した龍泉窯は， M 字形匝鉢と輪状焼台を用
いて碗の焼造をはじめた。五管瓶や金子，温碗などやや特殊な手の込んだ
器形の製品作りを得意として越黛の倣製を続けたが 越窯の衰退と共に
巳存立を賭けた生き残 りを図る。華北での刻花装飾の流行に沿うことであ
り，販路を延ばしていた景徳鎮青白姿を模倣することであった。
龍泉窯は時を移さず技術導入を行なったが， 良質な白釜素地をもっ景徳
鎮に対して， 龍泉窯では原料の問題が潜んでいた。龍泉博物館収蔵の龍泉
窯歴代の釜片を，量産を視点に観察すると ，素地の白さが際立つてくるの
は南宋代中期以降であり， それまでの龍泉窯素地はかな り強い灰色で明る
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い青白姿はおろか越窯の倣製品を焼造することも難しいと言える O 景徳鎮
の櫛描紋青白査を倣製して大量生産を行なうとき，龍泉窯の灰色味の素地
では倣製を試みても市場競争力は得られなかったと思われる O むしろ龍泉
諸窯で11世紀後期に焼造された櫛描紋青釜碗は，平均値で充分な白色の素
地が得られない状態，すなわち青姿素地で焼き上げた結果であろう 。この
時導入された窯道具の一つが餅状焼台であった。龍泉窯独自のデザイン開
発とコストダウンが行なわれ， 量産のための生産技術開発が進んだ。巨大
化した龍窯などと共に文様の省略も進み，やがて第一世代である牡丹唐草
紋等も文様骨子を無くし櫛描ジグザグ紋や点線紋も姿を消すこととなる。
その後同安汀渓窯等の周辺窯との競争が激化するが 龍泉窯は分業化した
体制の中で，その頃獲得した良質な白素地と利原料を武器に官窯青姿の倣
製へと移行していったものと思われる O
以上の事を証明するものとして 各地の青白姿窯があるo 関江を下り河
口の福州に出て，更に南下すると仙遊地域に徳化窯がある O ここでは，龍
泉窯の成しえなかった生き方，すなわち倣景徳鎮櫛描紋青白姿の生産を行
なった姿がみられるo 徳、化窯のV字形匝鉢と餅形焼托による装焼法は元来
景徳鎮青白姿の装焼法である O 良質の白土を産する徳化蓋徳窯では，南宋
景徳鎮櫛描紋青白姿を直接模倣するところから始め，他窯と同様瞬く聞に
文様の省略がなされて低価格を実現し，競争力をつける O さらには徳化窯
の景徳鎮覆焼技法の模倣， 景徳鎮焼成窯の模倣と改造と歩を共にする姿が
感得できる D 良質白土の産出など同様な環境にあった窯場は江西省のみな
らず他地区にも多くみられ櫛描紋青白姿の生産を行なった。
ここで龍泉窯と黄岩窯，同安汀渓窯との分期年代を考えてみよう O 窯道
具からみたとき黄岩窯は櫛描紋青姿の生産が始まる北宋時代中後期には既
に独自路線を歩んでいたと思われ， 龍泉窯との文様の近似性は販売競争上
の模倣によるものと考えるo というのも，文様を模倣することは容易だ
が，それに対して窯道具を模倣することは場合によっては生産システム全
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体の変化をも来す大変革となり， 容易に行なえない。龍泉窯と黄岩窯は，
櫛描紋青姿生産以前にはすでに独自の道を歩んでいた。また， 龍泉窯と同
安窯の分期は，口縁下に帯条紋をもっ文様などから察し龍泉窯が櫛描紋青
姿の生産を始めた直後の1世紀最末から12世紀始めにかけて，龍泉窯櫛描
紋青姿の倣製が行なわれたと思われる O
黄岩窯 ・同安窯の両窯共に南宋後期から元初にかけて，龍泉窯の厚手由を
施した青姿に叶わず衰退閉窯を迎える。
8. [結論]
臥窯系黄岩窯・龍泉窯・同安汀渓窯の三窯は，いずれも南宋初年頃より
樹描紋青姿碗を大量に生産 した窯場として知られる D しかし三者の碗は，
異なる装焼法により焼造されており使用された窯道具もまちまちであるo
このことは櫛描紋青姿生産に至る前段階にて，めいめいが様々な地域から
の生産技術の導入がなされた結果生じたと推察される O
漸江省にある龍泉窯は， 唐代後期に拡大する需要と共にその生産量を増
した越窯の影響を強く受け，本格的に開窯の煙りを上げたが，北宋の後期
に至るまで独自の製品開発はみられず，常に倣越姿を生産する越州窯系に
属す地方窯であった。同じi折江省にある黄岩窯もあるいは唐末には開窯し
ていたかもしれない。しかし，窯祉の詳細な調査が行なわれていない現状
では北宋初期の姿片が黄岩窯の最古の姿片であり，以来倣越姿の生産を行
なってきた越州系の窯であった。両窯共に装焼法を含む生産技術全体が越
窯のそれを受け継いでおり ，北宋末，越窯の衰退と共に各窯は生き残りを
賭けて新製品の開発を行なったものと推定できるo 中でも櫛描紋青姿は，
この時期を代表する中心的商品であった。
越窯の装焼法を受けた窯場では一般にM 字形匝鉢・輪状焼台の使用があ
げられるが，南宋の初期に引き続きこの方法で焼造を行ったのは黄岩窯
で，龍泉窯では異なる方法であった。北宋の景徳鎮姿窯は刻花紋をもっ青
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姿生産が空前の生産量を誇っていたが，龍泉窯ではその刻花紋青白姿の
デザインを借りた櫛描紋青姿の生産を行なうために，生産技術の導入が行
なわれたとみられ，その装焼法に景徳鎮青白姿生産 と同じ餅形焼台の採用
がなされた。この段階で， M字形匝鉢に餅形焼台を使用した櫛描紋青姿の
焼造という龍泉窯の焼装法が確立した。黄岩窯と異なるのは単に装焼法の
みでなく，碗内壁に刻まれる文様においても若干の違いがみられる D 両窯
に共通するその手本は 北宋中期以降中原で盛んに行なわれた劃花や刻花
の牡丹唐草紋や蓮花唐草紋， 宝相華唐草紋等であったと思われるが，文様
の省1各は著しく両窯の作品にはほとんど原形の文様を留めない。しかし櫛
描紋青姿に特徴的なジグザグ紋 (雷 紋)や線点紋は，龍泉窯においてより
顕著に見られ， 黄岩窯では比較的少ない出土量であり，また口縁下内壁に
帯状装飾をもっ碗も龍泉窯において多く出土するが，黄岩窯では現段階で
出土の報告を聞かない。
したがって従来，龍泉窯と黄岩窯は文様の上で比較的密接な関係をもっ
と言われていたが， 龍泉窯と密接な関係をもつのはむしろ景徳鎮青白姿窯
であるo 越窯の衰退以来，龍泉窯と黄岩窯とは，櫛描紋青姿製造の端緒よ
り別々の発展をしてきたと考えられ，文様上のそして商品販売上のライバ
ルであったと推察する。
一方向じ櫛描紋青姿を焼造する福建同安汀渓窯では，北宋中葉に景徳、鎮
窯の倣青白姿を生産し既に栄えていた窯場の影響を受けて開窯したものと
考えられ，景徳銀窯同様のV 字形匝鉢による碗の焼造が一般的に行なわれ
ていた。その後，南宋初期の龍泉窯櫛描紋青姿の生産に便乗するように，
低価格の碗を生産してゆく o その伝達経路は，商品搬送の経路すなわち龍
泉窯から松渓梱場窯，建|場窯から関江を下り福州に至 り，甫田窯・泉州
窯 ・安渓窯と仙遊地区に波及していったと思われるo 仙遊地区にある同安
汀渓窯を含む諸窯は，龍泉窯のデザインを瞬く聞に模倣し，合理化でより
安価な商品を，港に近い優位な環境のなかで大量に焼造していった。
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注
1 ) 印花装飾の宝相華唐草紋の青姿碗を焼造した黛場は，越州系黄岩窯や広間省容
県城関黛が知られる。龍泉金村黛でも出土が報じられている。この他， 表IJ 花装
飾を行なった黛に江西省景徳鎮窯が知 られる。それのみならず，貿易陶姿とし
て貿易された相手国の陶盗にまで影響を及ぼしている。
2 )矢部良 明「宋代青磁の展開Jr-世界陶磁全集12宋j昭和52年小学館によれば，ス
ウェーデンの N.バームグレンは，1935・6年に龍泉大窯および麗水窯にて樹l
描紋青益片を採取し発表 していると いう (NilsPalmgren， Sung Sherds， Stock-
holm， 1950)。
3 ) 亀井明徳 「唐物数奇における茶陶の編年的研究Jr茶道文化学術助成研究平成 6
粘土研究報告書j三徳庵1996年6月
4 )当該 作品は，口縁部直口形でH阿部は椀なりの形状をもつやや浅めの印象をも っ
茶碗である。碗の外壁には12条或いは13条の櫛描が帯状に高台l協か ら口縁部に
かけて刻まれており ，碗の見込み部には口縁部下に圏線が入り ，この圏線と内
底鋭部との聞に三つの楕円状の花紋があり楕円から繋がる軸部が鏡に接する。
また，楕円内には櫛による ジクザグ紋 (雷紋) が等 しく拙かれる。素地は灰色
を帯びた益胎のようで，かなり硬く焼結しているように見える。高台脇まで良
く熔けた淡い灰味の黄紬が薄く 掛け られ 背護軍1Iが酸化焔焼成に より 黄色く発
色したものと思われる。高台内は，スピード感のある手早い削りが為さ れ，中
央に兜巾が見られる。後卒で検証するが，ここに示した珠光背磁碗の文様は，
櫛描による宝相華唐草紋の図案省略の進んだ形であると考えられ，珠光背磁碗
の文様は，写真 1の文様の省略形であるこ とは明 らかで，同碗を含む様々に省
略された図案の碗が焼造された。
5 ) 故宮博物院 ・福建省文物管理委員会「調査南古代紫祉小記Jr文物参考資料J56 
. 1957年 9期，文物出版社。
6 ) 亀井明徳「櫛fi 'i'i 文青姿についての考察Jr福建省古窯担i出土陶益器の研究J24 
頁.都 北印刷出版，1995年。
7)亀井明徳「越州窯 と龍泉窯一転換1J~ の青益黛J r東洋陶磁史ーその研究の現在
-J 58頁.東洋陶磁 学会， 2003年。
8) 水上和則「漸江省台州地 区一黄岩紫黛担1:出 土 品についてJr貿易陶磁刷究
No.14j 1頁. 1994年，日本貿易陶磁研究会
9 ) 前掲書スウェーデンの N.パーム グレンによる。
10) 2002年に刊行された報告書に 『寺龍口越黛祉j文物出版社がある。越州古銀錠
ili}] 地域にある該古窯担iからの出土品は，文様の上で・今まで知られていた北宋初
期越窯と櫛描紋青姿の中間を埋めるものであり， 二|ヒ 宋中後期の越窯の姿をtJ j俳
とさせる 。 上林湖周囲でも寺n~口窯 と近しい内容の出土品をもっ窯 もあ り， 他
黛との影響関係について注目したい。
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1)同書に，先に記した印花“河演遺範"銘をもっ碗が掲載され，解説に 1955年安
徽省宋墓より碗底に墨書のある同一碗の出土が記される。墨書は“庚成年元美
宅立"の七文字で，“庚戊の年に元美(人名)の墓を立てる"と解釈し，庚成の
年を真宗大中祥符 (1010年)或いは神宗照寧 (1070年)年間の何れも北宋年代
としている。現在，それより120年遅い，南宋光宗紹照元年 (1190年)と考えら
れている。
12)林士民 i折江寧波雲湖窯調査Jr中国古代窯祉調査発掘報告集j 9頁.文物出版
社， 1984年
13)胡悦謙「寿州姿窯剖:調査記略 Jr文物J60頁. 1961年12期
胡悦謙「談寿州益窯Jr考古j 735頁. 1988年8期
14)匝鉢が使用されている状態の縦断面の形が，M 字の構造をもっ匝鉢をいう 。中
央凹み部に焼造する作品を置 く。窯詰時には， 主にM 字形匝鉢一つに対して作
品一点が納められる単品焼成用の匝鉢である。
15)匝鉢が使用されている状態の縦断面の形が， v字の構造をもっ匝鉢をいう 。中
央凹み部に焼造する作品を置く 。窯詰時には， 主にV字形匝鉢一つに対して作
品一点が納められる単品焼成用の匝鉢である。
16)水上和則「匝鉢使用の窯詰法についてJr貿易陶姿研究 NO.18J 86頁.日本貿
易陶磁研究会， 1998年。
17)林忠干 「福建浦城宋元議窯考察Jr中国古陶益研究 第二輯j 紫禁城出版1988
年。によると， 単品焼成にはV字形匝鉢を，挫焼きにM字形匝鉢を用いている
という 。
18)栗建安 ・等 「連江県的幾処古窯枇Jr福建文博J74頁. 1994年2期。魁岐窯では
宋代青姿をM字形匝鉢で焼造 しており， 真茄窯では南宋代からはじまり 青白姿
をV字形匝鉢で焼造していると報告される。
19)著者等は， 1995年3月に "泉州磁竜郷蜘昧山窯調査"を行ない M字形匝鉢を使
用した天目碗焼造を確認している。
20)福建省博物館「福建樟浦県古窯祉調察Jr考古J119頁. 1987年2期。
21)在慶正主編，図版 f越窯・ 秘色姿』上海古籍出版社， 1996年。
22)平和中島財団アジア重点学術研究助成「日本 ・中国・韓国の陶芸分野に於ける
製作技法の変遷に関する比較研究」研究代表者 島田文雄(東京 芸術大学)。
23) 2004年の東京芸術大学清華大学共同調査 r13~14世紀の龍泉窯陶磁技法青磁大
1mの復元焼成 j 調査で訪れた。前々年に訪れた時と比較し大きく変貌していた。
上林湖周辺窯の詳細調査の為されぬままの観光地化は，遺跡保存の為には心配
が残る。
24)古銀錠湖周辺窯祉の一つである寺龍口窯祉の報告書が， r寺龍口越窯祉j 2002年
文物出版社より発刊された。
25)熊海堂「中国古代的窯具与装焼技術(後編 )Jr東南文化j 1992年1期。該書に
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よれば唐代既にM字形匝鉢の使用が報告されており，その窯祉は越州鎮海小洞
仙(小洞呑口の誤りか)窯 ・整州東陽窯の二箇所をあげる。しかし，寧波鎮海
区小洞呑口窯ではM字形匝鉢出土の報告はなされていないし，東陽窯すなわち
東陽市歌山象塘窯でも唐代窯祉にてM字形匝鉢出土の報告はない。この件につ
いて，筆者は現地確認をしている。該論文記載内容の根拠が不明である。
26)曽凡「福建順昌県大坪林場宋墓Jr文物j35頁1983年8期。該論文では，男女合
葬墓のうち男室より20余枚の銅銭が出土し同時に櫛描紋青査碗2件(写真9の
右の 1件)，女室より櫛描紋青姿碗 l件(写真9の左)，同墓全体で銅銭30余枚
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27)朱伯謙「龍泉大窯古套窯遺祉発掘報告Jr龍泉青査研究j文物出版社， 1989年の
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された，上段窯(竜東BY13) と碗扱山窯(竜東BY24)の出土品と近似する。
30)前掲注16)を参照のこと。
31)具体的方法については，前掲注16)I匝鉢使用の窯詰法についてJr貿易陶磁研
究 No.18J 101頁の参考写真を参照してほしい。
32)陳定柴「江西省金渓宋孫大郎墓Jr文物J14頁.1990年9期。
33)任世龍「龍泉青益的類
型輿分期試論Jr中国
考古学会第三次年会論
文集』文物出版社，
1984年。
34)鎮江市博物館「江蘇陽
竹賛北宋李彬夫婦墓J
f文物J34頁. 1980年
5期。
該墓からは，姿器は27 参考写真
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件が出土している｡その内訳は,影青抑銀葵口菊花盤2件(内壁には刻花纏枝
菊花がある) ･影青抑銀葵口碗2件･影青相銀葵LI高足碗6件･影青抑銀葵口13
件･青蛮碗2件(内1件外壁に蕃稜紋) ･青蛮盤2件(内1件露胎脚部に化粧掛
け) ･その他9件である｡該墓出土品からは,景徳鎮青白蛮窯の数貴も多く作品
の出来栄えも丁寧で,青蛮諸窯に対し優勢であることが言える｡
35)朱伯謙主編,図録｢龍泉窯青蛮｣車術家出版社, 1998年｡
36)前掲同書, 90頁.図番号"No, 49刻花碗"慶元県文物管理委員会蔵｡ 1998年,漸
江省博物館にて『龍泉窯特展』が開催され"青蛮刻花碗"として展示された｡
亀井明徳撮影の写真を参考写真として示す｡亀井の言によれば,椀の粕色は暗
灰緑色に近いそうである｡
37)北末代と南宋代龍泉窯素地粕の分析値を比較した結果｡
38) 1966年発見の蓋徳碗坪寄蛮窯は,徳化窯群のなかでも古くから行なわれている
窯で,出土遺物から元代に属すと思われる階段式の窯が発見されている｡福建
省博物館『徳化窯』文物出版社, 1990年｡
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